「 第１期策定部会活動計画 」 ―検討テーマとスケジュールの見直し

運営企画Ｇ

平成１８年８月７日

第２回までの策定部会検討結果（事前の自治基本条例に関する基本知識、必要性の共通理解など）をふまえかつ次の理由から別紙のように修正する。なお第３回策定部会についてはケーススタデイ形式で、別途提案のとおり。

・検討回数１０回は多い：  ７回に、別紙計画表を参照

・テーマが固い：  テーマ名と内訳例は下記に

・テーマの検討順を理解しやすい順に：   別紙計画表を参照

＜テーマ名と内訳＞

１、市民と市の運営のルール

―市民、住民の定義、範囲

―市民、住民の権利、義務

―鎌倉市（自治体）とは

―地域コミュニテイ、ＮＰＯ

―他の自治体、国との関係

―市と行政の関係

―分権、自治

2、 市民と行政（市長）と議会（議員）の関係、役割、責務―その１

3、 同上－その２

―憲法と地方自治法

―直接民主主義と間接民主主義

―３者それぞれの関係、

―市長、職員、議会、議員それぞれの役割、責務

―議会機能

―請願、陳情、要望、監査請求

―住民投票

4、 市政への参加、参画、協働

―参加、参画、協働とは

―情報公開、情報共有、説明責任

―市政の仕組み、経営（ＰＤＣＡ）

―各種委員会、審議会

―財政や行政評価

―公的サービス、行政サービス

―公共とは、セーフテイネット、福祉

5、 自治基本条例の原則、位置付け

―市民憲章、各種条例との関係

―最高規範性

―鎌倉市で今後必要な政策にからむ条例

―改正手続き

―独自の法令解釈

―基本計画、基本構想との関係

6、 鎌倉市がめざすもの、理念、目標

―前文や目的などに掲げるようなもの

＜討議の進め方＞

―検討しやすいキーワードの提示

―テーマに関する資料を事前に準備、

―当日班長がテーマについてイントロ

―討議：

· テーマに関しての現状・実態をできるだけ理解、認識して

· 自らの見聞、体験に基づき実態、ケースの紹介、問題点や課題を提議する

· そのうえでどうすべき、どうありたいを討議する

